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lこれからの畜産農業を
)ヤンマーがプロデュース

新商品5100Rは100馬力トラクタ。 6030シリーズはプレミアムタイプと
ショートホイルベースで、旋回性が スタンダードタイプを用意。 90~150
向上。フロントPTOの後付けも可 馬力。

この「フルフレーム構造※」を採用し、フロント
ヒッチの装着が可能な新型トラクタ
r 5 1 0 0 RJがこの春登場し
ます。この 5100Rは100
馬力のコモンレレールエンジン
を搭載。油圧揚力は4280kgf
あり重い作業機にも対応する汎用
i 性のあるトラクタです。
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※フルフレーム構造

2本の長い鉄製の堅牢なブ
リッジ方式のフレームが、
作業機の負荷を受け止める。
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効率よく作業をして、高い生産性をあげ
るために複合作業を行う農家が増えてきて
います。複合作業は、作業時間の短縮と複
数に分けていた作業を同時に行うことで燃
料コスト削減という大きな効果を与えます
が、複合作業を行うには相応の耐久性のあ
るトラクタが必要となりますジョンディア
トラクタの構造はブロック設計(エンジンと
ミッションがトラクタの骨格)ではなく、
「フルフレーム構造」を採用しているので
安定性・耐久性が大幅に向上しており、フ
ロント作業機を取り付けたときの負荷を吸
収、配分します。

フロント+リアのコンビ作業



これからの畜産をヤンマ」がフ。ロデユース

2008年の大幅な輸入飼料の高騰により、デントコーンの作付面積が増えています。デントコーンを
収穫する上で重要なのは、適切な発酵速度と栄養価を保てるように、切断長のパラつきが少なく、実が

潰されずに水分を残せる機械が必要となります。ヤンマーではジョンディア自走式フォーレージハーベ
スター 7050シリーズ、を取扱っておりカ- ~務込ん崎、 M2.&ネルプロセッサーによるコー
ンに傷をつける機能が最適なサイレージ 盤私?に-醸作りに貢献します。カーネル
プロセッサーはコーンを砕くのではなく傷 国画部臨号、可哩圏醇~-をつけて発酵を促進させると
川概念であり、実を傷つ…により 環~~~， 栄養分を必要以上川さず
発酵できるので良いのでサイレージ作りが 幽院位、，盛} できるのです。また、サイレー
ジには切断長も重要であり、切断長にバラツキ

が出ると発酵速度にもパラつきが出て給餌するする

と牛が選食いをしてしまうからです。ジョンディア
の切断長はキャビン内のスイッチで 1九単位で、調整

が可能なので、適切な切断長を得ることができます。
切断は「包丁の原理」を採用しており、カッター

ドラム手前のローラーが入ってくる作物をしっかり
押さえカッターナイフが垂直に下りるので、パラっ
きの少ない切断が可能となります。

-""'ヲミぷ心、ゐ!r'---'yk、
，.N-... {ei -¥ti'; よりカッターに近い所で作物を押さ
!ぺ〈 十 β えるローラ。量に応じてドラムの円
¥F♂ 周上を上下する。 r包丁の原理J
ι!ぜ!I" !、て‘

水平なナイフがより高精
度な切断を可能にする。
キャビン内から切断長の
調整が可能。

近年、給餌体系としてサイレージとコーン、その他穀物等をミキサーで混ぜ合わせるTMR(完全混合飼
料) が増えてきている。その中でもコーンの輸入量は、 1 200万トンであるが、価格高騰の影響で安定供
給が不可欠となる。単収が高く、生産コストを抑える、家畜の噌好性が高い事が条件であるが、栄養価の
高い、雌穂(イアコーン)のみを収穫して濃厚飼料として利用する研究が進んでいる。

スナッパヘッド(写真右)は

先端部分にローラーが付いて
おりそこでコーンの雌穂と茎

に分けられる。茎は下へ流さ

れそのまま圃場へ置かれ、雌
穂、のみがフィードロールへ運

ばれ収穫される。機械の中で

は、上記の説明通りカーネル

プロセッサーによって雌穂は

傷を付けられるので、栄養価

を保ちながらも適正な発酵を
促すことができる。

収穫されたイアコー
ンは、細断型ローノレ
ベーラで梱包・ラッ
ピングされて保存さ
れる。その後は畜産
農家へ運ばれる。
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自走式フォーレージハーベスタに装着された
スナッパヘッド r6 06 CJ 
6条刈タイプでコーンの雌穂のみ収穫して濃
厚飼料として利用される。

フィードロールへ運ばれ
る前の茎と分けられた
コーン(写真左)

イアコーンによる耕畜連携の体系
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ホクトヤンマ」

ぞ>GPSガイダンス
広大な圃場での作業は、長時間真っ直ぐにトラクタを走らせる、緊張感が
伴った運転操作となるため、 トラクタオベレータに対する負担は大きくなり
ます。 GPSガイダンスシステムはトラクタの正確な位置情報を液晶モニタ
に表示し、作業線が案内されるので、先の見えない圃場でも正確な直進作業
を行うことが可能になります。それだけではなく、肥料散布や播種作業など
の進捗状況がモニタ内に色塗りで表現されるので、重複して肥料や種子を撒
くことを防止し、経費削減と作業時間の短縮に繋がります。

新商品CFX-750はタッチ
パネルでの操作。別売り
のカメラを取り付ければ
バッグモニタとしての使

φ瀦患のいく効果を襲麟 GPSガイダンスシステムを購入した弊社のお 用も可能になる。

客様や実演を行い購入意思のあるお客様にアンケートを行ったところ約70%は作業の省力化(効率化)
を目的に購入しており、お客様の66%は期待したとおりの満足のいく効果を実感され、農作業にGP
Sガイダンスシステムは必要かという質問には、 98%が「必要J iあると良い」と回答されました。
既存の機械体系の中で生産コストを少しでも抑えるためにGPSガイダンスシステムの導入も一つの選
択肢ではないでしょうか。

め高精度ジ藷ンディア作議機作物栽培には耕うんから始まり、施肥、播種、

管理、収獲という沢山の行程がありますが、酪農作業には牧草の刈取りのあとに
サイレージ作りがあります ジョンディア作業機は牧草の刈取りからサイレージ
作りまで、高精度作業ができる機械を取り揃えています。

φモアコンヂィショナー { トラ'J~ーから作業機まで世
ジョンディアモアコンディショナーは安是 界NOlの農機具メーカーで
した走行姿勢で高精度な刈取りを行うことが あるシ・ョンディア
できるよう、けん引キ早の
回動支点をフレーム中心に
設計しています。またカッ
ターノミーは新形モジュール
式薄型カッターパーを採用
したことにより高い耐久性
と静粛性を発揮します。フ
ロント用モアコンディショ

]D-530(3m幅)とJD-535(3.5m幅)の2仕様用
意。コンディショナ一部もインペラータイ
プとロールタイプの2種類ある。 ナーもありますので、フロ ウインド、ローグルーパー(オプション)を装着

ントとリアにモアコンを装 すると自走ハーベスタによるピックアップに
適したきれいな集約が可能。

場〉ラウンドベーラ
着し、作業効率を上げるこ
とも可能です

ジョンディアのラウンドベーラは高品質なベール作りを実
現するため様々な改良が加えられ、高機能に仕上がっていま
す。密度の高いベールが作れ、高密度サイレージ作りを実現
し、ベール個数の低減による資材コスト削減にもなります。
ピックアップは油圧で上下調節ができ、プレカッター仕様は
14枚のプレカッターナイフを7cm間隔で、配置しました。こ
れにより、作物を均一にカットして密度の高いベールを作る
ことが可能になり、ナイフは個々に独立していますのでメン
テナンスも工具不要で簡単に行うことができます。ネット
ラップはベールの角まで包みこむカバー・エッジラッピング
システム。ジョンディア独自の技術で、ベールの角まで包み
こむことによってベールの損傷を大幅に減らし、ロールが硬
く保たれ、仕上がりもきれいになります。
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表面がダイヤモンド型のトレッドベルトが取り
入れた作物をしっかり掴み、がっちりした高密
度ベールを形成する。

北海道家畜管理研究会報，第46号， 2011年



これからの畜産をヤンマ」がプロデ、ユース

ジェイローは、カナダで 1985年に現在の形状で生産を初め、酪農家、肉牛農家に対して販
売を開始しました。今日ではパーチカルミキサーと言えばJAYLORであり、購入者の満足感は一言
では表せないくらい好評である。

JAYLOR(ジェイロー/カナダ)は圧倒的な完全混合飼料を目指した設計により世界30カ国の

国々で導入・運用実績を誇ります。給餌成果を目指した設計により、栄養コントロールも高
精度で管理可能です。また約10分前後でTMRを生産できるように設計されており、最大ミキ
シング容量が95%と高能率。圧倒的な生産性を実現しました。

や乳畿アップの効接も

飼料を完全混合できることにより経営者にとっ
てどんなメリットが現れるかと言いますと①乳量
のアップ②乳脂肪率が高くなる。③飼料購入量を
抑える事により経費の抑制が出来る。④消化障害
が少なくなる。⑤受胎率が向上する。⑥労働力の
軽減を合め様々な導入による効果が期待出来る。
毎日使用する機械であることから、充分に導入後
の効果を考えると酪農経営に間違いなく効果を発
揮する機械であり良きパートナーとなるだろう。

γェイロぺ村】はシンゲlレオ】')(-(10. 3m3"，  14. 9m3、
ツインオ寸~は(18m3"'24m3)でラインアップ。 写真
は4650(18. 4m3) のツインオ-~'-~イ7。

i整弊特許}
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世界特許であるスクエアーオーガーにより、通常の横型
のミキサーとは異なり、回転数も毎分41回転という圧倒的

なスピ}ド撹祥を実現いたしました。ミキサーはただ混合
するだけではありません。均一に飼料繊維を傷めることが
飼料作りにはとても重要であります。結果として理想的な
TMR※が作れます。使用者のほとんどの方の感想として
「これたけ短時間で良質なTMRを作れる機械は他には無
しリと絶賛されいてます。

※TMR (Total，Mixed，Ration)とは完全混合飼料と
呼ばれ牛が必要とする栄養素をバランス良く含むよ
う、粗飼料や穀類、ミネラル素子量、ビタミン類を
均一に混ぜ合わせた飼料。
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4引l回転/分の高速回転

スクエアーオーガー


